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愛媛県宇和島市沿岸で得られたナンヨウツバメウオ幼魚 
 

清水孝昭 1 

 
1愛媛県農林水産研究所水産研究センター 

 

種の記録 

Ephippidae マンジュウダイ科 

Platax orbicularis (Forsskål, 1775)  

ナンヨウツバメウオ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館魚類標本（TKPM-P 24138） 

採集年月日：2021年 9月 13日．採集場所：愛媛県宇

和島市下波 水産研究センター地先．採集方法：掬

い網． 

全長 92.1mm，標準体長 72.2mm，頭長 24.4mm． 

種の特徴 

体は縦長の菱形で，強く側扁する．背鰭，臀鰭は伸

長し，最長軟条長はいずれも背鰭始部付近での体高

よりやや長い．腹鰭・臀鰭先端は糸状に伸長する．体

色は黄褐色で，頭長から目を通り腹鰭基部へ向かう

暗色帯と，背鰭基部から腹鰭後端へ向かう，体色より

やや濃い目の帯がある．体側に不定形な暗色斑が散

在する．尾鰭は透明． 

備考 

日本において本種は岩手県以南の太平洋沿岸から

琉球列島にかけて分布し，幼魚は鳥取県でも記録さ

れている（林・萩原，2013）．愛媛県では宇和海南部

に位置する愛南町において，稚魚の水中写真および

漁港に水揚げされた成魚の写真があるが（高木ほか，

2010），これより北部では記録がない（辻・平松，

1987）．本報告は登録標本に基づくものとしては愛媛

県並びに宇和海初報告である．  
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写真 1  Platax orbicularis (Forsskal, 1775)  

ナンヨウツバメウオ（TKPM-P 24138） 
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